
　

兵
庫
医
科
大
学
に
よ
る
さ
さ

や
ま
医
療
セ
ン
タ
ー
の
長
期
的

な
運
営
が
難
し
く
な
っ
た
こ
と

で
、
令
和
７
年
２
月
か
ら
兵
庫
医

科
大
学
と
医
療
法
人
社
団
・
み

ど
り
会(

に
し
き
記
念
病
院)

と

で
、
経
営
移
譲
に
向
け
た
協
議
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　
そ
の
協
議
の
過
程
に
お
い
て
、

み
ど
り
会
か
ら
、
さ
さ
や
ま
医
療

セ
ン
タ
ー
や
、
さ
さ
や
ま
老
人
保

健
施
設
等
の
土
地
・
建
物
の
不

動
産
、
医
療
機
器
な
ど
を
購
入

し
、
み
ど
り
会
が
市
か
ら
賃
貸
借

し
て
病
院
運
営
を
行
い
、
市
民
に

医
療
を
提
供
し
た
い
と
の
要
望

の
譲
渡
、
賃
貸
借
等
取
引
を
進

め
る
た
め
の
基
本
的
な
枠
組
み

を
確
認
し
、
最
終
契
約
に
向
け
て

協
議
を
進
め
る
た
め
、
基
本
合
意

を
締
結
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
３
月
27
日
に
は
兵
庫

医
科
大
学
・
太
城
力
良
理
事
長
、

み
ど
り
会
・
井
手
通
雄
理
事
長
、

酒
井
隆
明
市
長
が
出
席
し
、
最

終
合
意
書
に
調
印
。
７
月
１
日

か
ら
、「
み
ど
り
会
・
さ
さ
や
ま

医
療
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
、
ス
タ

ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
最
終
合
意
に
基
づ
き
、
さ

さ
や
ま
医
療
セ
ン
タ
ー
や
併
設
の

さ
さ
や
ま
老
人
保
健
施
設
な
ど
、

全
事
業
が
み
ど
り
会
に
移
譲
さ

が
あ
り
ま
し
た
。

　

兵
庫
医
科
大
学
か
ら
も
そ
の

仕
組
み
が
実
現
し
な
け
れ
ば
、
み

ど
り
会
へ
の
経
営
移
譲
が
困
難

に
な
る
と
の
申
し
入
れ
も
あ
り
ま

し
た
。
市
の
財
政
状
況
か
ら
非

常
に
厳
し
い
提
案
で
し
た
が
、

「
さ
さ
や
ま
医
療
セ
ン
タ
ー
」
の

存
続
を
最
優
先
す
る
こ
と
が
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
医
療
を
守
る
こ
と

に
つ
な
が
る
と
考
え
、
協
議
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
中
、
２
月
６
日
に
丹

波
篠
山
市
役
所
に
お
い
て
、
市
、

兵
庫
医
科
大
学
、
み
ど
り
会
の
三

者
で
、
さ
さ
や
ま
医
療
セ
ン
タ
ー

れ
ま
す
。
そ
れ
に
併
せ
て
、
市
は

兵
庫
医
科
大
学
か
ら
さ
さ
や
ま

医
療
セ
ン
タ
ー
の
土
地
や
建
物
、

医
療
機
器
な
ど
を
12
億
３
９
６

６
万
円
で
買
い
取
る
と
と
も
に
、

土
地
・
建
物
は
み
ど
り
会
へ
年�

間
４
０
０
０
万
円(

貸
借
期
間
35

年)

で
貸
与
。
ま
た
、
医
療
機
器

は
み
ど
り
会
に
無
償
で
貸
与
す

る
代
わ
り
に
、
維
持
管
理
は
み
ど

り
会
が
担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
さ
さ
や
ま

医
療
セ
ン
タ
ー
が
担
っ
て
こ
ら
れ

た
役
割
を
み
ど
り
会
が
引
き
継

が
れ
る
こ
と
に
対
し
て
、
で
き
る

だ
け
の
協
力
は
必
要
で
あ
る
と�

考
え
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
市
内

で
医
療
、
介
護
の
中
心
的
な
役

割
を
果
た
さ
れ
て
い
る
医
療
法

人
社
団
・
紀
洋
会(

岡
本
病
院)

に
対
し
て
も
、
同
様
に
協
力
は
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
。
み
ど
り

会
、
紀
洋
会
の
２
法
人
が
中
心
と

な
っ
て
、
市
の
医
療
や
介
護
を
支�

え
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

経営移譲にかかる最終合意書を締結した兵
庫医科大学・太

た
城
しろ
力
ちか
良
ら
理事長とみどり会・

井
い
手
で
通
みち
雄
お
理事長、酒

さか
井
い
隆
たか
明
あき
市長(左から)

　現在の地域の病床数は残さないといけないと
思い、移譲先に手を上げました。オープンまで
期間はありませんが、７月にはささやま医療セ
ンターの体制を引き継げるよう準備を進めてい
きます。
　新病院では、現在の診療科(内科、総合診療
科、リハビリテーション科、小児科、放射線
科、麻酔科)を維持し、にしき記念病院で行っ
ている診療体制を新病院でも取り入れていきた
いと思います。丹波篠山で多いのは、高齢者の
肺炎や骨折など。その治療やリハビリに力を入
れていきたいです。
　これまで、兵庫医科大学はいろいろなことに
取り組まれてきています。それをみどり会が引
き継いでくれてよかったと、皆さんに言っても
らえるようがんばっていきたいと思います。

医
療
法
人
社
団
・
み
ど
り
会

井い

手で

通み
ち

雄お

理
事
長

最終合意書の概要
⃝�ささやま医療センターや、ささやま老人保健施設等の事業
をみどり会へ譲渡

⃝�ささやま医療センターや、ささやま老人保健施設等の不動
産を兵庫医科大学から丹波篠山市へ譲渡

⃝�ささやま医療センターや、ささやま老人保健施設等の医療
機器等の固定資産を兵庫医科大学から丹波篠山市へ譲渡

⃝�丹波篠山市はみどり会に対し、取得した不動産を貸借し、
みどり会が施設を運営。固定資産についても丹波篠山市が
みどり会に貸借

⃝�ささやま医療センターで勤務する職員の雇用は、みどり会
は継続勤務を希望する職員を原則として引き継ぎ、勤務条
件も可能な限り維持するよう努める

～
さ
さ
や
ま
医
療
セ
ン
タ
ー
の

経
営
移
譲
に
向
け
て
～

最
終
合
意
書
を
締
結

　
兵
庫
医
科
大
学
さ
さ
や
ま
医
療
セ
ン
タ
ー
の
経
営
移
譲
に
つ
い
て
、
３
月

27
日
に
市
と
兵
庫
医
科
大
学
、
に
し
き
記
念
病
院
を
運
営
す
る
医
療
法
人
社

団
・
み
ど
り
会
の
３
者
に
お
い
て
、
最
終
合
意
書
を
締
結
。
７
月
１
日
か

ら
、「
み
ど
り
会
・
さ
さ
や
ま
医
療
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
長
寿
福
祉
課
☎
５
５
２
ー
５
３
４
６

ク2026.513
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問い合わせ　学校教育課☎552-5653

　丹波篠山市の魅力であり、国内外から高く評価さ
れる豊かな自然や文化的な景観。それらは先人たち
の長年の努力によって培われてきました。
　先人たちの思いを引き継ぎ、さらに魅力を高めら
れるよう策定された丹波篠山市環境基本計画。この
たび、第２次計画の期間が令和７年度に終了するこ
とを受け、第３次計画を策定しました。第３次計画

では、第２次計画で掲げた「環境を守る、まちづく
りに活

い

かす」という理念を継承し、さらに市民に身
近なものとすることをめざすとともに、これまで取
り組んできた自然環境の再生、生態系の保全、環境
に配慮した農業などの施策を着実に進め、新たな課
題への対応をめざします。

第３次丹波篠山市環境基本計画を策定しました第３次丹波篠山市環境基本計画を策定しました		 問い合わせ問い合わせ　農村環境課☎552-5013　農村環境課☎552-5013

まずは、暑熱順化から！
　体を暑さに慣れさせる暑熱順化。暑熱順化には個人差もありますが、数日から２週間程度かかります。暑くな
る前から運動や入浴などで、体を暑さに慣れさせていきましょう。
★熱中症予防のポイント★
①のどが渇いていなくても、こまめに水分補給
②睡眠環境を快適に保つ
→�通気性や吸水性がよい寝具の使用/エアコンや
扇風機の使用

③バランスのよい食事を心がける

★近年の熱中症発症傾向★
屋外での農作業中や運動競技中の発症が多数！
男性の方が熱中症で救急搬送される割合が高く、
年齢別では65歳以上が約６割を占めています。

熱中症の発症には、体調が大きく影響します。日ごろから自
身の体調の変化を敏感に感じとり、いつもと違うときは無理
をしないことが大切です。

★�特に、女子バレーボール、女子バスケット
ボール、卓球、吹奏楽、美術、家庭の受け
皿を探しています。それ以外についても、
相談を受け付けています。

認定地域クラブとは？
　中学校部活動を継承・発展させた新たな中学生のスポーツ・文化芸術活動として認定した活動のこと。市では、
令和６年度から、主に学校部活動の休日活動を担う地域クラブ活動を開始しています。

中学生の多様なスポーツ・文化芸術活動に親しむ機会を創出するため

認定地域クラブの公募を継続します！

事項 主な内容
活動の目的・理念 学校部活動が担ってきた教育的意義の継承・発展、幅広い活動機会の創出

活動時間・休養日 平日＝１日２時間程度以内、休日＝３時間程度以内
週２日以上の休養日設定　※休日のみ活動の場合、原則土日どちらか休養日。

参加費など 持続的な活動・運営のため、可能な限り負担の少ない参加費などの設定（月謝・年会費
など）

指導体制 暴力、暴言、ハラスメント、いじめなどの不適切指導防止の徹底
指導員登録制、県・市が行う研修会の受講

安全確保 適切な活動（健康状態把握、気温把握など）、設備用具点検、保険加入（参加者・指導
者）

運営体制 規約などの作成、適切な会計処理、営利を目的としない運営
中学校などとの連携 平日学校部活動との連携（活動計画、生徒の活動状況の共有など）

認定要件

認定地域クラブ制度が
本格的に始動します!!

詳しくは市ホームページへ

平成22年
第１次丹波篠山市環境基本計画 策定
自然や田園風景、生きもの、快適な暮らしを
大切にしながら、「守ること」を中心に環境へ
の取り組みを進める。

令和２年
第２次丹波篠山市環境基本計画 策定
これまでの取り組みに加え、「まちづくりに環境を活かす」とい
う新たな視点を理念に掲げ、環境を地域の魅力や活力につなげる
ことをめざし、自然環境の再生や保全などに積極的に取り組む。

【第３次計画　環境施策の理念】
～美しい農村を未来へつなぐために  環境を「守る」、まちづくりに「活かす」～

第３次計画では第２次計画で掲げた「環境を『守る』、まちづくりに『活かす』」という理念を継承し、より
市民一人ひとりが環境と関わり、日々の暮らしの中で自然を感じ、守り、活かしていくまちをめざします。

★重点的に取り組む施策★
①協働プロジェクトの推進
②市民みんなで育てる「エコ・ティーチャー」プロジェクト

認定までの流れ

令和８年度、丹波篠山市では７種目の認定地域クラブ活動を実施し、主に休日活動を担います

HC  HYOGO  
HEARTS（ホッケー）

丹波篠山SC
（サッカー）

丹波篠山SOFTBALL  
CLUB（ソフトボール）

丹波篠山市剣道連盟
中学部（剣道）

令和６年度から
実施

男子バレーボール 軟式野球 男子バスケットボール令和８年度から
新規(予定含む)

アラート期間　４月22日（水）～10月21日（水）

★熱中症警戒アラートに関心を！★
熱中症の危険性に対する「気付き」を促すことを目的に発表
される熱中症警戒アラート。アラートが発表されている日は
涼しい環境で過ごし、こまめな休憩や水分・塩分補給をしま
しょう。高齢者、乳幼児などは熱中症にかかりやすいため特
に注意し、周囲も声かけをしましょう。

か
ら へ「学校単位」

の部活動
「地域主体」の
部活動地域展開

　生徒数減少に伴い、学校単位での活動が困難な部活動
が増加する現状を踏まえ、学校の枠を超えた幅広い「地
域主体の活動＝部活動地域展開」に変わっていきます。

エントリーシートを
学校教育課へ提出

申込団体代表と
教育委員会の面談

申込団体と
関係顧問（教員）
との日程相談

試行的体験会
実施

成果と課題の
検証

認
定

1 2 3 4 5

令和８年度から市内中学校で

★「めざすまちの姿」と達成に
向けた取り組みのイメージ★

環境課題解決のための施策は、丹波篠山ならで
はの５つの重点分野で検討し、取り組んでいき
ます。

①人財づくり
②自然・景観
③農業・林業

④生活・暮らし
⑤気候変動対策

【５つの重点分野】

年々暑さが厳しくなる夏。自分は大丈夫と思わず、日ごろから熱中症対策を！
問い合わせ　消防本部☎594-1119/健康課☎594-1117熱中症に熱中症に

要注意！要注意！

2026.515 14
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